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デュポンー-190 2年

白 1づく

まえ7J'き

1. 191佐紀後半のアメリカ火薬工業とデュポン社

2. ユージンの!"年代

3. 1902年と 3人の従兄弟

むすび

まえカL き

水野五郎

1902年はデュポン社E.1. du Pont de Nemours & Co にとって，たま

たま創業 100年目に当ったが，同社はこの年に創業以米最大の経営的危機に

遭遇することになった。しかし，この危機はある意味ではきわめて奇妙なも

のであった。すなわち，同社は長年にわたって，アメリカ最大の火薬製造会

社であり， 1902年の同社の資産は，ごくひかえ百にみても， 1200万ド、ノレをく

だらないといわれ， しかも， 100万ドノレ以上の留保利益を保有していた。ま

た，のちに推定されたところによれば，現状のままで確実に年に48万ドノレ以

上の利益をあげ得る見通しであった。これに加えて，同社は1872年に設立さ

れた火薬業協会 GunpowderTrade Associationの中心となり，アメリカ火

薬業界全体に対して強固なカルテノレによる支配を維持して米た。以上のよう

な点からみる限り，デュポン社の経営は少くとも安定した状態にあり，危機

としづ表現はいささか奇呉に感ぜられるかも知れないが，その事情はおよそ

次の通りである O

1902年 1月に，当時デュポン社の社長であったユージン・デュポン Eugine

clu Pontが急死した。同社は1899年にそれまでのパートナーシップから株式

会社に改組したが，その実態は従前とほとんど変化なく，従来のパートナー



252 (252) 済学研究綴27老喜怒号 1

6名が.:そのま;l:株主になっただけであった。したがって，ユ…ジンの死後，

後世の社長は順当ならば残った5名の株主から選ばれるべきでるった。とこ

ろが， ら名のうち 4名はいずれも老齢あるいは病弱などの理由により

も能力もなく，設年少の株主アノレブレッド・1.デ払ポシ Alfred1. 

du Pont (18δ4-1935)は年齢その他の現出により，経初から候檎にのぼら

なかった。このため，彼らはデ品ボン社の全苓、業、るごラかねてから協調的な関

あったラツリン・アンド・ランド Laflin & Rand Powdεr 

Co.に売却する策を検討するに至ったのであるo この眠りでは，デュぷン社

の経営的危機はきわめめて単純なものであり，

してしばしばみられる後継者難のひと るといえよう。

ところが，それま もたなかった

議年少の株主プノレブレッれま省こ し，従克

弟のコールマン・デュポン T.Colem丘ndu Pontく1863-1930)およびピ

一/レ.S.デュポン Pi合rreS昏 duPont (1870--1954)と提探してデュぷン社

ら買収ずること し，

ることに成功した。

このようにして，デュポン社の経蛍は同

になったが，その後の経過からみると，

ftの交審以上の意味をもつこととなった。すなわち，彼ら

…戸ニ出

獄誌と、

と

しただけではなく?従来からデュボン社の支きさずにあった多数の

左上:z.次々 に翼択し. 1906~手ころまでに，アメリカ

下におさめるとともに，これら

る。しかも，のちに詳しくみるように， I日デェL ポ

の火薬会社の翼;誌は，現金によってではなく，もっぱ

おこなわれたから，質収さ

ン社の少数株三ど保有する株主となり，それと

吸収された語会社から有能な人材が新デュポ

傘

してしまったの

よ

れら

よって

.， 
"'.符え

され，このことを滋じて，万If者と経堂の分離が実現したのである}。



ボン…ぺ90211三 7た妻子 253 (253) 

このような らみ、ると， 1902行七はデルボ のよ℃¥大設な

点となったということができるのそ まγ、弘前

の間後企業としてのデュ アメザカ

どのようなものでる

ったか、そして玄た， 1902年の以ージンの死に際しであきらかになった

3人の従兄弟による綾営の継承と，

よって，どのように乗り越え弘れたかについ たいと忠

。

ところで， 19自主紀末か ては s 苅 り 7メり Mこ

:均十?る る。とくに1898年から1902年の

:.:> され， U町 S.スチ

んに代表される 占体が出貌しずこ。デュ

i主， るzうし もと りさ当

考えでも，

を加えたものとは言L

カに としての商社の活動，さらに

1920年に本格化する向社の総令的多発

りになったニとはあきらかである。そこ

， の具体的経過言とやや

詩絡に追跡し F 

さて，このような1902年に始まるデュボ ¥， 、

ひとつ興味合ひく Fコカ込

るO ほぼliオーの没代r'こ隠しながら，

ったく呉

なっていたっアノレブレッド ア して

していた。 i二ニt:..- L， 

したのち， し， 口一/レ γ ンらの

おるかたわ'-" にも していた。ま
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た，コー/レ

製鉄な

j主主等学研究第27巻第!号

t:;>デルポ

したの'f::"とく

，炭鉱‘

ヅロモータ

ーとしてj器援していた。の、にみるように，この 3人のうち，どのひとりを

欠いても， 1902年以詳のデュポン社の麗史は誕のものとなったと考えられる。

そここモ、本稿ではこの 3人が混じた投裂と，被らがそれぞれ役割を演ずる

して示したヂ!院がどのような環境のもとで務成されたかについて検討してみ

たL、c

以上のおよそ3つの問題 る。

ひじhandler，Jr.， A. D. and Salsbury，ゑ， Pierre S. dミ1Pont and the Mal王ingof 

the Modern Corporation， 1971， p. 55 

Z) Ibid.， p. 52. 

3) i 902々 のデュボγ社の後継ミ誉棄監と 3人の従党議によるt隊員主の経;MJYこっし、ては，

のう之総によった。 Chandlerand Salsbury， op. cit.，開・47-54.ひutton，W. S.， 

Du Pont-One Hundled and Forty Years， 19ヰ2. pp. 165-175‘ ]ames， M.， 

Alfred 1. du Pont-The Fami!y Rebel， 1941， pp. 142-153， pp.157-159. 

4) デ、ュぷン左上による火薬工業の統合の経過については次の文献によった Stevens，

iV. S.， The Powder Trust， 1冷87η2一一一斗ム

p卯p.47ぬG…4必8J，Chand!er and Salsbury. op. cit.， pp.47… 120.なまれネ;稀のすごユ

ポンの発展一立をに関する記述は主として Dutton，op. ci仁によった。

1‘ 19世紀設さ手のアメザカ火薬工業とデ払ポン社

1802年にツランスからの移住者二川レテール・イレネ・デュポン Eleuthere

Irenee du Pont (1771-1834)によって，ダラウェア丹、!ウィノレミント

のプランディワイン Brandywi聞に設立されたデルポン社は，

して， 1834年のコニルテーノレ

s万ドノレ，黒色 内生
l) 

し

エノレテーノレヲ〉死後，彼。コ緩むこのアントワーヌ・ビ…ダーマン Antoin告

Bider・rnanが一時喜多資の停にさ災ったが， 1837年 4JL後が引退ナると，二Lノレ

テーノレの 3人の より トナーシッ れたひこの当時二川レテ
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ーノレの 3人の息子はすべて火薬工場の業務にたずさわっていたが.長男のア

ノレブレッド AlfredV. P. du Pont (1798-1856)がシニア・パートナーと

なり，次男のへンリー Henrydu Pont (1812-1889)と三男のアレクシス

Alexis du Pont (1816-1857)が彼を補佐した。このノミートナーシップの形

態は同社が1899年に株式会社に改組されるまで続いた。

1850年にアノレフレッドは健康上の理由で卒業から引退し，弟のへンリーが

そのあとを受けてシニア・パートナーに就任し以後1889年まで39年間その

地位にあった。この間， 1851年にはアノレフレッドの長男エノレテーノレ・イレネ

2位 Elu出合rE;Irenee du Pont II (1829-:，:"1877)がノζートナーになり， 1857 

年にアレクシスが工場の爆発事故で死亡すると，アノレフ νッドの次男ラモッ

トLammotdu Pont (1831-1884)が1858年にノミートナーに加えられた。

さらに1863年じはアレク、ンスの長男ユージγEugenedu Pont (1840-1902)， 

1874年にはその弟のフランシス FrancisG. du Pont (1850-1904)が，ま

た， 1877年にエノレテ~)レ・イレネ 21止が病死すると，翌1878年にへンリーの

2人の息子，ヘンリー.A. Henry A. du Pont (1838-1926)とウィリアム

William du Pont (1855-1928)がそれぞれノζートナーに加えられた。この

ようにノ之ートナーの欠員は同族から補充されたが，単純な遺産の相続の形で

持分が継承されたわけではなく，引退または死亡したパートナーの持分は-

s.，他のパートナーが連帯して買い取り，ついで、シニア・パートナーが同族

内の適格者を選出指名して持分を買い取らせるとし、う方式がとられた。この

ことからもうかがえるように，デュポン社の場合，通常の同族的ノ4ートナー

シップにおけるよりも，シニア・パートナーの権限は大きく，しかも企業経

営の範囲をこえで，一族全体に家父長的支配を及ぼしていたようである。す

なわち，シニア・パートナーは経営面について，企業の諸職能一一製造，販

売，財務，労務等々一ーに関するすべでの最終的決定権を一身に集中してい

た。その場合，彼の権限は長期的方針の決定や諸職能的業務の統轄，調整，

評価等にとどまらず，日常的業務活動のすべてに及んでいた。へンリーは

{自分ですべての業務上の書衛官開封し白分でそれに回答した。彼はすべ
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ての小切手に署名し‘寸べての契約を交渉したJといわれるつシニア・パー

トナー以外は彼から指示を受けるだけで，彼に対し意見を具申することはほ

とんどなく，帳簿類の閲覧も許されなかった。パートナーシップは単に工場

を所有し経営しただけでなく，農場，住宅，さらにはパートナーやその家族

が広用に利用する馬車や馬まで所有していた。シニア・パートナーは 1-.その

職権により ( ex officio)一族の家長j であるといわれ，一族の冠婚葬祭を

主宰し，しばしば一族の家庭内の事柄にまで関与した。このような企業を中

核とした，一種独持なコミュニティが形成されたのは，火薬工場の特殊性に

より，工場が市街地から離れた位置にあり，一族や労働者の住居も工場の周

辺に位置ししかも，パートナーのみならず一族の子弟はほとんど工場に勤

務するといった同社の持殊条件によるものと考えられるつ

ところで，ヘンリ{のシニア・パートナ一夜任期間には， 1840年代末から

のゴールド・ラッシュ，鉱業とくに石炭鉱業の発展，鉄道建設， 1854-55年

のグリミヤ戦争ー 1861-65年の南北戦争，さらに80τド代以降の重工業の発展

等々の火薬工業の市場の拡大を促進する諸条件の展開した時期であり，デュ

ポン社はへンリーの積極的な経営方針と精力的な活動によって，これに対応

する発展を示した。

ヘンリーはまず市場の拡大に対応して代理庖の組織を整備し，カリフォノレ

ニアの産金地帯まで販売網をひろげ、た。また，クリミヤ戦争に捺しては，ヨ

ーロッパにはじめて火薬を供給したが，英仏がこの戦争中にアメリカから購

入した火薬の半分はデュボン社製であったといわれる。ヘンリーの甥でペン

シノレヴァニア大学を卒業後1850年以来デュポン社に勤務していたラモットが，

1857年に，黒色火薬の主成分の硝酸カリウム(硝石〉のかわりにより安価

な硝駿ナトリウム(チリ硝石〉をもちいた「ソーダ火薬 (soda-powerもし

くは B-powder)Jを考案した。この火薬はもっぱら産業用爆破薬として使用

されたが，デュポンお:は直ちにこの火薬の生産を開始し，さらに，この火薬

が炭鉱芹!に賞揚されたため，その需要に応ずるため，ペンシノレヴァニア州の

無煙炭鉱地帯のワップワロベン Wapwal10penにあったノ4リッシュ・シルヴ
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ァ社 Parrish，Silver & Co.の火薬工場を買収し，ソーダ火薬の製造を開始

した。

南北戦争に際して，デュポン社は一貫して北草にのみ火薬を供給し，この

戦争中の同社の火薬供給量は350万ないし400万ポンドに達した。

1870年のセンサスによって当時のデュポン社の規模を概観すると，プラン

ディワインの工場のみで同年の黒色火薬生産額は737，800ド、/レ，従業員数318

名，動力は水車40基， 512馬力，蒸気機関 3基， 38馬力であった。同じ年の

黒色火薬の全国生産は事業所数33，生産額4，011，839ドノレ，従業員数939名，

動力は水率125基， 2，779馬力，蒸気機関16基， 943馬力であったことから推

測して，デュポン社の規模が当時のアメリカの火薬会社の中では，きわだっ

て大きな存在であり，また，火薬工業全体に占める比重も相当なものであっ

たことがうかカ2える。

ところで， 1870年前後にアメリカ火薬工業はふたつの大きな問題に直面し

た。そのひとつは南北戦争後における競争の激化であり，いまひとつは産業

用爆破薬として黒色火薬と競合するダイナマイトの出現であった。

言うまでもなく‘南北戦争は軍用火薬に対する大きな需要をもたらした。

これに対応して，既存の火薬工場の生産能力のJ広大に加えて，北部，南部を

通じて多数の火薬工場が出現したO 当時の軍用火薬は発身、j薬も昨薬も爆破薬

もすべて黒色火薬1種類、だけであり，ただ用途に応じて成分比や火薬粒の形

状を異にするだけであったから，軍用火薬の産業用火薬への転用も，生産の

産業用への転換もきわめて容易であった《したがって，戦後の火薬業界の競

争はきわめて激しいものがあり，さらに政府が1866年から1872年まで戦時中

の余剰火薬の放出をおこなったことがこれに拍車ーをかけ，価格の大幅な低下

を招いたっこの過程で南北戦争中に出現した中小火薬工場のかなりの部分が

整理されたと推測される。

このような苓態に対処して，デュポン社は1872年4月，主要な火薬余社6

社に呼びかけて火薬業協会 GunpowderTrade Association 
¥.') 

.;.、?
に/1、二 、ーー

の協会の目的は，その坂約によれば[合衆国内における火薬の価格と販売諸
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条件の公正なる調整Jであり，いわゆるブールもしくはカルテルそのもので

あった。加盟会社はデュポン社のほか，コネチカット州のハザード火薬会社

Hazard Powder Co.，ニューヨーク州を本拠とするラフリン・アンド・ラン

ド火薬会社，メイン州のオリェ γタル火薬工場 OrientalPowder Mills，マ

サチューセッツ州、lのアメリカン火薬会社 AmericanPowder Co.，オハイオ州

のマイアミ火薬会社 MiamiPowder Co.，およびオースチジ火薬会社 Austin

Powder Co.の7社であった。加盟各社は規模に応じて議決権の票数を割当

てられたが，デュポン，ハザード，ラフリン・アンド・ランドの 3社はそれ

ぞれ10票オリエンタノレは 6索，その他の 3社はそれぞれ4票を保有した。協

会は4半期毎の定例会議で火薬の最低販売価格を定めた。デュポン社は加盟

会社のうちで最大であったばかりでなく， 1876年にハザード社の株式の全部

を買収し，また，ラプリン・アンド・ランド社とは終始協調的な関係を保っ

たから，協会の政策決定に対するデュポン社の発言力はきわめて大きかった。

デュポン社は協会の組織を通じて価格の安定をほかるとともに，機会をとら

えてはアウトサイダーに対して協定への加盟を強要した。その際にはしばし

ば協会の組織的ダンピングがおこなわれた。

火薬協会発足当時，太平洋岸で最大の火薬会社は，南北戦争当時東部から

の火薬の移入が困難になった際， 1861年にサンフランシスコに設立されたカ

リフォノレニア火薬工場 CaliforniaPowder W orksであった。同社は太平洋

岸の市場を支配するとともに，ユタ，ワィオミング，モンタナ，コロラド

ニューメキシコの諸州および諸準州で東部の火薬会社と激しい競争を展開し

ていた。 1875年に協会はこれに対してダンピング競争をいと:':7;.，カリフォノレ

ニア火薬工場との間に協会の定める最低価格を守るとし、う協定を結ぶことに

成功した。 1880年にこの協定はその期間を延長したが，その際，カリフォノレ

ニア側は上述の地域よりも東の地域には出荷を差控えるかわりに，協会側は

カリフォノレニア，オレゴン，ネヴァダの諸外iおよびアリゾナ，アイダホ， ワ

シントン，アラスカの諸準州およびロッキー山脈以西の英国自治領および植

民地には出荷しないとL、う協定が付加された。
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1875年にはテネシー州のシカモア火薬会社 SycamorePowder Co.が価格

協定に加盟した。同社は18:)5年設立，主としてケンタッキー，テネシー，ジ

ョージア，アラバマの諸州の市場を対象としていた。 1873年に同社が18南寧

火薬工場の機械払下げ、を受けた際，デュポン社に資金援助をあおぎ，その結

果，デュポン社は同社の株式の一部を保有し，さらに1876年に経営者の死亡

に際してその所有する株式を買収したから，この加盟はむしろ当然であった。

さらに，同じ年にミシガン州のレーク・シューベリオ火薬会社LakeSuperior 

Powder Co.が協会との間に奴売地域協定を結んだ。同社は1868年設立，

シガンナ1'1の銅および、鉄鉱山地方を主たる市場としていた。なお，デュポン社

とラプリン・アンド・ランド社は1877年に同社の株式の過半数を買収した。

1876年に協会の規約は改正され，協定違反に対しては 4半期毎に開かれ

る会議で審議され，事実が確定した場合には制裁金が課せられることになっ

た。

黒色火薬は硝石，硫黄，木炭を粉砕混合し圧搾，造粒，防湿加工等の工程

を経て製造されるが，基本的には単純な物理的操作であり，すでに長きにわ

たって確立した技術であった。したがって，その技術の進歩はおおむね比較

的単純な機械の部分的改良に限られ，しかも，爆発事故の際の損害を局限す

るため，製造プラ γ トの規模にはおのずから限界があったから，大規模化に

よるコスト低下は一定の範囲にとどまらざるを得なかった。これに加えて，

その製品の性質上，輸送費は高かったから，もし市場に近接して立地すれば，

比較的小規模な工場であっても，大工場の製品に対抗することが可能であっ

た。したがって， カノレテノレによって価格が安定すると， しばしばアウトサイ

ダーが出現し再び価格が低下するという事態が繰返される。このようにし

て， 1878年から1R81年の聞に新たに火薬会社3社が競争会社として登場して

きた。すなわち， 1878年にオハイオ少i'Iに設立されたキングズ・グレーいウエ

スタン火薬会社 King'sG尚昆tWestern Powder Co.， 1881年にオノ、ィォ州、!

に設立されたオハイオ火薬会社 OhioPowder Co.，ニューヨーク州に設立さ

れたマーセラス火薬会社 MarcellusPowder Coである。その結果，競争は
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再び激化し，協会の議事録には1881年から1883年までの間の価格協定違反が

230件記録されているという。もっともこのような価格低刊土単に競争の結

果のみとはいえないようである。協会による組織的なダンピングがおこなわ

れた疑いが濃い。たとえば，ハザード社は代理「苫に対して，キングス社がつ

けるどのような価格よりも10セント値引きせよと指示し，キング、ズ社の所在

地シンチナチでは，ニューイングランドで 6ド、ノレ25セントの小銃用火薬25ポ

ンド詰 1樽が2ドノレ25セントまで下落したという C 他の 2社に対しでも問機

の手段がとられ，結局， 1886年にこの 3社を加えて新たな協定が結ばれた。

なお，そのl民デュポン社はハザート社，ラプリン・アンド・ランド社とと

もにオハイオ火薬会社の株式の38%を取得し，また，オリエンタノレネ]:を加え

た4社でマーセラス社の株式を買収した。

1886年の協定の骨子は新たに加盟した 3社を加えた12:t=l:をデュポン，ハザ

ード，ラプリン・アンド・ランドの 13社Jとそれ以外の[-9社jに分けー，

それぞれに年間の販売割当量を定め， 9社のし、ずれかが，その割当量;を超過

した場合には，超過分を一定の価格で r"3社 iから購入すべきことを義務づ

け，他方 13社jがその割当量を超過した場合には 19社Jの割当量をそれ

に応じて増加するというものであり噌デュホン社を含め 13社」侭!Jにきわめ

て有利であった。なお，カリフォルニプ火薬会社との地域協定も別個に更新

され存続した。 1886年の協定は， 1889年に一部を修正してさらに延長された。

このようにデュポン社はカルテノレを通じて火薬工業に強力な支配を確立し

たが， 1880年代までに，カルテノレ加盟会社の生産量;:は，全国生産出:に女、J~ て，

小銃用火薬については95%，爆破府火薬については90%に達したといわれる。

カルテノレによる支配とともに，上にもふれたように‘カルテノレ加盟会社の株

式をデュポン社が取得保有する例がしばしばみられたっ上述した率制以外に

も.デュポン社は1875年にカリフォルニア火薬工場の株式の43~:;%を買収し.

さらに1879年にはハザード社，ラプリン・アンド・ランド社と共同でオリエ

ンタル火薬工場の株式の全郊を買収したっまずこ，年次は明篠でi主ないが70年

にオースチン火薬会社の株式の 3分の lを買収している。このような株式
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カノレヅーノ1/による支配をさら

しかし，この時点ではデュボ

もっていたとは

る役割を果したこと

を務用し“亡、

ある C

くが株式会社の形

よっていたことは，

えられたもの勺はなかった。

であり，むしろそのよう

よる

にはパートナ…シップ

iを通じてデュポン社その俄

らしめたとL、うことができる。

ところでき19!it紀の後半には産業用螺破薬で、はノ…ベノレのダイナマイ(1866

Cl884年)，臨弾苅薬ーではチ L ノレ

パンのどグリン'披Cl885:e引など火薬工業にとってきわめて震要な窓、議をも

っ発明がなされたc そのうちアメザカ火薬工業にとってまず大きな問題とな

ったのはダイナマイトである。ダイナマイトはグリセザンを硫酸と璃酸で処

理して得られる硝酸エステノレ一一一L、わゆるニト p グリセリン

のの吸収剤に扱~又させるか，あるい誌諮護繊維謀、を添加して勝質イむしたう

したもので、あり，これを震管によって起爆させるこことにより，築色火

よりも法るかに強力な爆発力合得ることができたo iた，のちには適当な

奴叙斉IJや添加剤によっ-c， i1~焔，難君主，対湿など用途にJ.íS じた性能をそなえ

た製品を製造するニとも

℃、なく唱

出

なったうこのようなすぐれたi肢誌をもつだけ

り，この製品の

うになり，その技

る。問機のこと

いてもいうことができる。

ダイナマイトはアメリ 3ちでもそ 日され， 1868年にはカ

:万ドアノレであったがヲ

されたっ 1870'年の生産額は火工品を含めて88

いちじるしく， 1890年には

してダイナマイト425フゴドノレ， dらに1900年にはそれ

1)ブォノレニプ

ドノレ

ぞれ531万ドル， 824ヌゴドノレとなり，夕、、イナマイト
守

。
れれたし

がめように， (/) & 
e も
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迎えたが， イナマイト以前に使用怒れた液状ニトログリ勺リンがし

したこともあって， ダタイナマ

イトに強し した。ヘンリ…・ラゴコポンもそのひとりであって，自社

カ三ダ、イナマイト ること しつづけた。しかし，デュポン

，ダイナマイト

に進出するものも現れた。たとえば，カリツォノレユブ火薬工場は1869年ころ

〆イナマイトの製迭を開始しまた1/ータ・シューベリオ火薬会社も1881

らダイナ γ イトの製議を開始していた。他方，ヘンヲ…の黒色火薬への

固執にもかかわらず，甥のラモットはよダイナマイト 日してテ

ブり γaアンド・ラ γ ド設と捻携してダイナマイト

きことをへンヲーに説得した。その結果，へンリーのrr号極的な賛成を得て，

1880年，ニ品…ジャージ-1'i'Iギブズタウン Gibbstown付近に，デ払ポン，

ラブ予ン・アンド・ラシド，ハザ…ド 3社の等裁出資で資本金30万ドノレのレ

ポーノ化学会社父母P在unoChemical Co.が設立され，ラモット

なった。なお宅ハザ…ド社の出資分はラそットがパートナーの持分をデュオミ

レポ…ノ社に出資するまでの間，これた潟がわり

したものでおった。さらにラモットはラプリン・アンド。ラ γ ド社と共同し

て， 1877年にカヲブォルニア火薬工場がオノ、イオチl'lクワ…グランドに設立し

たダイナマイトヱ携を翼~又するため， 1882年にハ…やュリー

立し，その資本金107:fドルのうち8万5000ドノレをデュポン，ハザード， '7っ7

9ン・アジド・ランド 3社に出資d-1また。また，閉じころラモットらは.カリ

ブォノレニプのジャイア γ ト火薬会社がニュージャージー州ケングィノレKenvil

しすこプトランティック・ジャイアント Atl品川icGiant POW-

der Co. -1882前こアトランティック・ダイナ γ イト会社 AtlanticDy… 

n旦miteCo. と の株式の一部を 1882年設で、にその 3分の 1さと

篠保した。このようにして，デコ。 rぷ じてダイナサイト製

るようになっ し も，ハザード，ラブ翌ン・アシド・ラ

ンド去十と共揮で、株式を保有しており，デュポ った。
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この点，ぅ〆ュボン主1:が1888~与に

弁i二?オカク Keokuk付近に，の

していることと比絞してラ

るため，アイオワ

ダイナマイト る

ったといえよう。なお，ラモヅトは1884年にレぷーノ

た爆発事故で‘死亡した。

ずコ

ダイナ γ イト

ンザーの黒色

るこのような諮極的態度は，シニア・パ…トナーのへ

る強い執着と〆イナマイトへの偏見にもとづくもの

ったが，このようにシニユプ・パ…トナー鏑人の見解がそのまま

もつA誌に，ささにもふれたようえE当時のデュポン社のワン

γ ン経2誌の眼界があらわれているのこのような経営方式は企業の規模が肱大

ずれば，当然ジニブ・パートナーへの負担の増大を諮くことになる O へンり

ーの場令は単にデ払ポン社だけでなく多火薬業協会の運告やさ芝恕下にある

火薬会社への関与が灸挺をさらに鴻加さぜた。へンリ…の説年には，こ

のような負担の軽減をはかるため，パートナ…開であるでいどの任務の分担

がほかられた。たとえば事 1875年に，それ交で軍人であったヘン pーの長男

ヘンザ….A.デ払;i号ンが退官し， 1878年にはパートナーになり，

と火薬業協会関係の業務を担当するようになったのはその一例で、あるG しか

し，諮業務の最終決定権法依然としてすべてヘンザーに集めしたままにのっ

た。その結果，ヘンリ…以外のパ…トナーは，たとえその担当業務について

しでも 2 経営全体をど統轄する う機会を与えられることがなく，

ため

物

らカ込となる

して，パートナーの仁ゃから後継者として適格な人

となる。このことはやがて，ヘンザーの死とともに

るC

。VanGeld告す， A. P. and Schlatter. H.， History of the Explosives Indlistry in 
America，1927， p. 189 

2) Duttonはエノレデ…ノレ・イレネ・ダュポンのヰ人の娘もパートナーになったかの

ように述べているが，その授の経過からみて娯りではなしゃ吃思われるおDutto九

op. cit.， pp.68~.69. 

め たとえば1877若手にエノLテーノレ・イレネ2tをが死亡したとき，パ…トナーの持分は
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49フゴ1559.53ド、ノレ、で残ったパ…トナーによってE奪い取られた。 Jam帆 op.cit.， p 

26. 

4)5) Dutton， op. cit.， pp. 143-144. 

6) Van Gelder and Sclatter， op. cit.、pp.26→ 

7) Ibid.， p. 193. 

8) Am肝 icanIndushy aぉdManllfactllres in the 19 th C自ltury，vol. 7. (Nineth 

Census vol倹ll!)p. 441 

9) Ibid.， p進 395与

10) 火薬業協会の駿史については Stevens，op. cit汁押.444…481.および VanGelder 

and Schlatter， op. cit.， pp. 128-173 vと二よる。

11) Stevens， op. cit.， p. 446. 

12) Van Gelder and Schlatter， op. cit.， p虐待ι
13) Ibid.， p. 135. 

14)， 15) Ibid.， pp. 137-139. 

16) Stevens， op‘ cit.， p. 454“ 

17) Duttoぉ， op. cit.， p. 122. 

18) Haynes， W. American Chemical lndu祭try-AHistory， vol. 1， p. 26ヰ.

19) Van Geld号rand Schlatter， op. cit.季 p.408 

20) Ibiム pp.561…568. 
21) Ibid.， pp. 518…519. 
22) Ibid.， p. 490. 

23) Ibid.， p. 201. 

24) Dutton， op. cit.， p. 138. 

2. ユージシの時代

1889年 8尽に， 39年間にわたってデュポン社のシニア・パ…トナーの地イ立

にあったヘンザー・デ乱ボ γが癖売したo1庄の死は，さきにふれた後継者の

選定難の荷窓会表面化'd--l会た。絞年長のパートナーはヘンリー・人ーデ品ボ

ンであったが，冬きにも述べたように，畿は1875伴家

ぞれ以設も主として火薬の輸送業務と しており，

していなかった。設の弟ウィザアム・デュポンは兄

と搾特に1878年にパ…トナーになり，その後，ラモット・デ斗ボンとともに

レポ…/ し、 デエム パートナーのま窓，レポー
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ノ;社の財務部長兼文書:部長となり， 1884年にラモットが工場の様発事故で死

亡したあとをうけて， 1886年からレポーノ社の社長となった。このへンリー

• A.とウィリアムとの間には，父へンリーの死後，シニア・パートナーの

地位の継承をめぐって相当深刻な対立があった模様である。恐らくへンリー

• A.には自分が父へンリーの長男として，また，最年長のパートナーとし

て，シニア・パートナーと同時に一族の家長の地位にもっともふさわしいと

いう自負があり，他方，ウィリアムにはレポーノ社の社長としての経験から

火薬会社の経営者として強い自信があったものと思われる。この兄弟の対立

の結果，ジニア・パートナーには必ずしも適任とは思われなかったが， 1863 

年にパートナーになり，以後黒色火薬製造部門に従事して来たユージン・デ

ュポン(ヘンリーの弟アレクシスの長男〉が遷ばれることになった。また，

故ヘンリーの持分は，ユージンの弟でそれまでデュポン社の事業に関係して

いなかったアレクシス・ I デュポン2世 Alexis1. du Pont II (1843-

1904)が継承することになった。なお，この一連の継承問題に際して， 1877 

年に死亡したエルテーノレ・イレネ 2世の長男のアノレフレッド・ 1.デュポン

がパートナーの地位を要求した。彼は1884年にマサチューセッツ工科大学を

中退して以来，黒色火薬製造部門に勤務し，当時，プランディワイン工場を

構成する 3つの分工場のうちふたつの分工場の次長の地位にあった。かつて

デュポン家の子弟で最初から工場に勤務した者は，おおむね23~24歳でパ

ートナーになっていたから，彼のこの要求は必ずしも不当なものではなか

った。彼はいまひとつの分工場の次長をしていたチャーノレズ・ 1.デュポン

Chrl巴s1. du Pont (1856-1902)一一創設者エノレテール・イレーネ・デュポ

ンの兄の子孫一ーとともにユージンにパートナーの地位を要求したが拒否さ

れ，さらに強硬に主張した結果，ウィリアムがその持分を売却しそれをア

ノレフレッドとチャーノレズで分割することで問題は解決した。

ユージンは1889年から1899年までシニア・パートナーの地位にあり，パー

トナーシップの株式会社への改組にともない1899年から1902年まで社長の地

位にあった。ユージンの時代には，製造部門では箪用および猟銃用無煙火薬
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ムョー
〈士
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と‘

われたほかは，おおむねへ μ リーの時代の方針が踏襲された。ただ，

じての支配がさらに強イじされたこと，および， レボーノ;社ほか

こな

列会社役通じて関与したダイナ吋イトの議長j告がその後さらに発践したことが

日される。また，デュぷン社内部ではパートナ…の大部分を占める向族内

の18佐代に対するよりすれ、世代の不満ユが次第に強まってし寸績向がみられた。

補識で処現Lて得られる硝酸繊維繁一一いわゆ

る綿火薬もしくは議化綿一一.~ど溶剤をもちいて質化し波形とたもので，

として当時立ーロ Y バで採用21;れ始めたばかりであった。アメリ

カでは海議が1890年にその実験を錦絵した。τデュぷン社は海軍から

あって， 1891年にニュージャージー州ヵーネーズポイ γ トCarney'sPoi故に

し，その開発研究をi完投合し， 1892年か

年からは猟銃j有無煙火薬の商業的生産が開始されたの

1894 

ダイナマイト いては，デュボ りしノポー/社その他の

じて関与したが 2 自

トは，さきにもふれたように，こ

なかった。ダイナマイ

とし 火薬に急

速にとってかわりつつあった。その製渚工裂は，長らく確立

製造とはちがって，露支穏な工総管理を必要とする化学長町、であり，製品は舟

じてさまずまな性綴のものが椙ついで開発されていたから，この分野

しではる った。 また，用

途において競合する思色火薬にとってかわるため，需喪者側のダイナ γ イト

る偏見合打絞し℃販売な推進するよう版発面でもさまざま

施された。レポ…ノ社勺は， 1892'9三まで、ウィリアム /J'1'LJ父 U のつ

以後，一族以外から J;A.ハスケノレ Haskellや比 M. パークスデー/レ

日乱rksdaleのような，のち1902年以降のデ、ルポ

る有能な経堂者が社長に就告し，その下で従来の代渡窃にかわる

セールス・ニニンジニニプの議11綾などの販売部門の改革，べ生

購入，工務，滋う宣告撃の職能部門lllJの経雪組織の整舘会事，多くのはニg
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ぢ方式が実施された。

1895年にデコ噌;t;ン，ハザード，ラフジン・アンド・ランドの 3社は， レボ

ーノ社z ノ、-~;2.リーヌ;社，アトランディッグ栓等の系列下にあるダイナマ

イト会社の持株会社として，資本金200万ドソレのイースタン・夕、イナ γ イト

Eastern Dyn乱miteCo. した。 レポーノまじハーやみ

1)…ズ社の株式との交換，アトランティック社の財E訟の取得にあてられたの

よこれ以後イースタン殺は中小のダイナマイト工場の翼収合進め， 1902年まマ

に少くとも 9社を買収した。ここの場合，デュポン社がカノレ

くの黒色火薬会社の株式を係議したのとはことなり，すべて全額震奴であり，

じかも 9社のうちら設は資収後，工場を解体しており，この点でより

な絞令による

他方，火薬業協会

リ…の時代と問機に，

うかがえる。

るカノレデル経織は従来の通り慾営されたが，ヘン

ると新たなアウトサイダーが出現し，こ

して協会織は感織的〆ンピングで、協会への加擦をど強要し，同時にその

株式の一部を取得、するといった従米おこなわれたのと関様な経過をたどっ

その結果，1886年に12社だった加盟会社は1896年には17社になり，さらに1902

年までに4社がこれに加わった。また， 1897年には3-t=!')Iパの

者との間に無煙火薬.ダイナ γ イト，惑を3火薬を包括ずる纏格および販売地

域分舗の協定が結ばれた。

この間，グュポン社の内部では 2 拡大した企業の る

の改革はほとんどおこ

に加わる負担は三ますま

その結果，シニア・パートナーの;;;1..ージン

~くなった。これを軽減するため，ヘソリー争ん

より， 1899年に従来のパートナーシヅブを ドノレ

ることになった。しかし季資本会の額は現実資産となんら55係

なく定ぬられ，株式の公額はおこなわれず，客三来のパートナ…のう、札ユー

ジン， ヘンリー..i¥..，ブうヅ子ンシス.G.吋，ブレクシス.I工.の 4名治1そjもν伺主ぞ:;h，20

克， 三チ子ヤ一/ルレJメ《ぐ司.ぺI とヲプア/ルレブレツド.1. がそれぞれれ.1却O芦克6の株式雪安ど銘

なつfたこだけでで、あつて，その実態はパートナーシッブとなんら変るとこ
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ろがなかったc

他方，ぅ〆品ポ る同族内の るより遣をいお:

f立の不満は次第に増大していったったとえば，最年少のパートナーのうr;レフ

レッドは工場の合理化について，しばしばユ…ジンらに捺奮したが，ほとん

ど容れら，れなかった。また故ラモット ， 1890王子にマサチ払ーセッツ

したどェ…/レ.S.うf品ポンは，最初，

され，製品のサンプルな乾燥しその比三芝をdm廷するほー
11'-， 将来の化学的研ザへの捻漆きとする El:~'努をふ去られたが 喫験容にはア l~

コーノレランプが li@あるだけで，ガスも

不正確という絞擦であった。これに対してピエーノレはその改善をしば

したが，まったくかえりみられなかった。その後， ピニル…ノレはカーネーズ

.~イント され，あるていどの嘉持なもっ

薬の研究開発にた ここでも玄た失望をくりかえすm 結祭とな

った。ピエーんの弟へンリー・ベヲン・デュボン Henry Belin du Pont 

(1873…1902)も1895年にマサチ;:Lーセッツ工科大学を卒事長してデェL ボ

に入社し，議石続雛工場に勤務していたが，能率向上のためおこなっ

され，兄ピェιーノバこ対して，1もし務製工場が全焼してしまっても，彼

らは混在とまったく関じままに:再建するだろうし，かりになんらか

加えられるにしてもき 3誌に相談なしにす“るのは確実だと段、う斗と諮ったとい

う。ピコニ…ノレが髭克のコ…ノレマンの勧誘に能じて1899'与にデュポン社を去

たのも，このような!日世代に夫、iずる不満が大きな動機になっていたと患われ

る。

このようにしてヲニムージンの時代のデュポ

顕在化し始めた鍔族企擦の限界に対して，ほとん

なく， 1902:<予を鴻えることになったのである。

。Chanlderand Salsbury， op cit警 p.
James， 0))， cit.， pp. 86~-87. 

3) Van GεIder and Schlatter， op. cit.. p. 879. 

な と
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4) Dlltton， op. cit.， pp. 149-151. 

5) Van Gelder and Schlatter， op. cit.， p. 575. 

6) 1895年から1902年までにイースタン・ダイブマイトiLが買収した会社は次の通り

である。 (VanGelder and Schlattlclによる)

Greenwood Powder Co. 

Clinton Dynamite Co 

Acme Powder Co. 

Enterprise High Explosive Co 

Columbian Powclcr Co. 

New York Powclcr Co 

MOllnt Wolf Dynamite Co・

American Forcite Powdcr Manufaduring Co 

Independent Powder Co. 

7) Van Gelder 3ncl Schlattcr、op.cit.， pp. 14つ---158.

8) Stevens， op. cit.， pp. 465-468. 

9) Dlltton， op. cit.， p. 164. 

10) Chandler ancl Salsbury， op. cit.， pp.23-24 

11) Ibid.， pp. 34-35 

12) Ibid.， p.35. 

3. 190三年と 3人の従兄弟

1895年解体

1897年 仁場閉鎖

19C12年 f符体

1898字解体

19C11Oj三解体

1902年 1月28日にデュポン社の社長ユージン・デュポンは急性肺炎で、死一亡

したっユージンの死は1889年のへンリーの死の時に生じた後継者の選定難の

問題を再び表面化させたっユージンの葬儀の数日後，後任社長の選出のため

株主の公:設が開かれた。その席.1::.，ユージンの弟でパートナーシッブの時代

から在任期間の設も長いフランシス・ G デュポンが健康との現由で社長就

任の意志のないことをあきらかにしたコ彼についで社歴の長いへンリー・ A.

デュボンは当時政界に出馬することを準備しており‘やはり社長就任を断わ

った。残る株主のうち，アレクシス・I.デュボンは老齢でもあり，火薬工業

の実務経験に乏しく，チャーノレズ・1.デュポンは病弱であったから，株主中

で残るのはアノレブレッド・ 1デュポンひとりであったゥしかし，アノレブレッ

ドに対ーする旧日土代の株主の評価は低く，候補にのぼらなかっただけでなく，
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この会議に出席もしていなかったようである。そこで，このlヨの会議では.

かねてから協力関係にあったラプリン・アンド・ランド社にデュポン社を売

却する案が検討された。当時のラプリン・アンド・ランド社の社長は1892年

から1895年までレポーノ化学会社の社長であったJ.A.ハスケノレであった。

そこでチャールズ・1.の義兄で，ハスケノレのあとをうけて当時レポーノ社の

社長であったH.M.パークデーノレに社長就任を要請し，彼にラプリン・アン

ド・ランド社との交渉をおこなわせ，もし価格が折合わぬときには，彼にそ

のまま社長としてデュポン社の経営に当らせるという案が決定された。パー

クデーノレが社長就任を拒否したため，株主たちは2月13日に再び会議を開き，

会社の売却価格を1200万ド、ノレと定めてパークスデールにその交渉を依頼する

案にほぼ決定しかけたが，アルフレッドが出席していなかったので，決定は

翌日にもちこされた。翌日の会議でフランシスがこの案を提案して決定を求

めたところ，アルブレッドは最高の価格を申し出た者に会社を売却すべき旨

の修正案を提出しこれが承認されると，みずから会社を買収することを申

し出た。この突然の提案は(也の株主たちを当惑させた。ひそかにコールマン

・デュポンを候補のひとりと考えていたが，フランシスの賛成が見込みうす

のため提案をためらっていたへンリー・ A.は，アノレブレッドの提案がコール

マンやピエールとの協力を予定したものであることを察し，アノレフレッドを

激励して他の株主の説得に当ることを約したο アノレフレッドは直ちにコーノレ

マンに連絡を取り承諾を得るとともに，さらに，当時オハイオ州ロレインに

いたピエーノレに協力を求めた。

コーノレマンはアノレフレッドの父やピエールの父の弟のアントワーヌ・ピー

夕、、ーマン・デュポン AntoineBiderman clu Pont(1837~1923)の息子で、あり，

父アントワーヌはデュポン社の事-業に直接関係ぜず，兄のアノレフレッド・ヴ

ィクター・デュポン AlfredVictor clu Pont Cl833~1893) とともにケンタ

ッキー州ノレーイヴィノレ Louisvillε を本拠としてデュボン社の火薬の代理庖を

営むかたわら，製紙工場，鉄道馬車，炭鉱会社などの事業を経営していた。

コールマンはマサチューセッツ工科大学を1883年に中退して父の経営するケ
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ンタッキー州の炭鉱会社に入社しやがてその総支配人になったが， 1893年

にペンシノレヴァニア州ジョンズタウン Johnstownの鉄鋼会社ジョンソン会

社 JohnsonCo. の総支配人となった。この会社は彼の伯父のアノレブレッド

.v.デュポンの事業の関係者で市街鉄道経営者のトム・ジョンソン TomL.

Johnsonがアーサー.J.モグザム ArthurJ. Moxhamと共同で設立した市

街鉄道府レール製造会社で，アノレフレッド・ V.デェポンも同社の大株主で

あったっこの当時は鉄道馬車から電気鉄道への転換がおこなわれた時期で、あ

り，都市周辺の開発の急激な進行とともに，市街電鉄の建設がブームを呼ん

でし、た。ジョンソンとモグサムはさらに市電用モーターの製造を企て，また，

レーノレ用鋼鉄の自給のため，オハイオ州ロレイン Lorainに製鉄・製鋼・圧

延の一貫生産の工場建設を計画した。

ところで，アルフレッド・ V.デェポンは1893年に急死したが，独身であ

ったため，その遺産の半分は彼の母が相続した。そのうちジョンソン会社の

株式約50万ドルを彼女は息子の遺志でコールマン， ヒ。エーノレ，アノレブレッド

・I.らに配分した。ピエーノレはこれにより，ジョンソン社の株式 1，000株の

配分を受け，デェポン社に勤務しながらジョンソン，モグザム，コーノレマン

らと接触を深めることになった。この関係を通じてピエールは彼自身および

彼が管理している未成年の弟妹の財産の運用について多くの助言を得た。ま

た彼はモグザムから，鉄鋼会社の経営分析や近代的株式会社の財務の実際に

ついて教えられることが多かった。ロレインの製鋼工場の建設計画は1894年

の株主総会で可決され，ただちに工場の建設が開始され，翌年4月には製鋼

工場が操業を開始したが， 1890年代中期の不況の影響で経営不振の状態が続

き，同社はしばしば緊急の資金の調達の必要に迫られた。その過程でピエー

ルはコーノレマンの依頼で，ウィノレミントンの銀行から資金の借入れに当るな

ど同社の財務の実際にまで関与することになったコ結局，ジョンソン社の製

鋼事業は経営状態の好転をみないまま， 1898年にモノレガンのプェデラノレ・ス

チーノレ社へと統合されることになった。これ以後モグザムとコーノレマンはジ

ョンソン社を去って市街鉄道のプロモーターとして活躍することになったが，
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製鋼卒業のブェデラル・スチーノレへの統合ののち，残った資産ーーその主要

なものはロレインの市街鉄道と製鋼工場周辺の土地開発卒業一ーの清算業務

の担当者として， ピz ーノレにジョンソソ社の社長に就任するよう要請した。

ヒ。エールは，さきに述べたように，ユージンの時代のデュボン社の経営方針

に強い不満を感じていたので，これを受け入れ，デュポン社を退職してロレ

インに移った。彼はロレインの市街電鉄の収入と土地売却により得た資金を，

製鋼事業拡充の際に生じた約60万ドノレの負債の整理にあてたうえ，さらに株

主への償還をおこなうという計画を立てた。この計画は必ずしも成功しなか

ったが，その実)}むに当るかたわら，彼はコーノレマンらの助力を得て市街鉄道

事業に進出する機会をねらっていた。彼の意図は，発展途上の中都市の経営

不振の市街電鉄会社を捜し最少限度の現金支出で会社を支配したうえ，社

債発行により得た資金の一部を旧所有者への支払いにあて，他の一部により

設備の改良をおこなうというものであった。その場合，当l笠の収入が社置の

利子を支払うのに足りれば，設備の改善と合理化，都市の発展にともなう乗

客輸送量の増加により，普通株に対して 5~6%の配当が可能であるという

のが彼の見込みであった O 彼は各地の市街電鉄会社を検副し，テキサス州夕、、

ラス Dal1正IS のダラス・コンソリデーテッド電鉄 Dallas Consolidated 

Electric Str巴etRailwayと北ダラス循環鉄道 NorthDal1as Circuit Railway 

Co.と交渉を開始した。 1901年 6月11日に成立した買収条件は， I日所有者に

対して107万5000ドルと新会社が発行する額面価格150万ド、ノレの普通株のうち

5万ドルを交付するというものであった。ただし107万500下、ノレのうち現金は

22万50000ドルで，残額85万ドルは手形であり，その回収のためピエーノレは

東部の投資銀行を通じて 115万ド、ノレの新会社の社債発行を予定しそれによ

って得た資金のうち手形への支払L、の残額は，同時に発行予定の優先株6万

5000ドノレとあわせてレール，路床等の設備改善にあてることになっていた。

このようにしてピエーノレはダラスの市街電鉄の経営に当ることになったが，

当初予定していた社債発行のためボストン，ニューヨークの投資銀行や金融

ブ戸ーカーと交渉をおこなった。結局，この社債発行は中止され，デュポン
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家の数人からの個人的出資によることになったが，金融界との接触はピエー

ノレに多くの経験を与えた。ダラスの電鉄事業そのものは予定通りの収益をあ

げたが，ゼネラノレ・エレクトリック社の系列下にあったダラスの電力会社が，

電力料金を武器に圧力を加え，さらに並行路線の建設を開始した。あきらか

にこれはゼネラノレ・エレクトリック {W]にダラスの市電事業統合の意図があっ

たことを示すものであった。この頃すでにデュポン社に戻っていたピエール

は，できるだけ有利な条件で買収に応ずることを決意し結局， 1902年8月

末にダレスの電鉄事業を売却したが，それによって彼自身を含む普通株の株

主は約30万ドルの利益を得たとし、う。

ところで， 1902年2月14El夜， コーノレマンからの長距離電話で、協力を求め

られたピエーノレは直ちにデュポン社に戻ることを決定、し，ウィノレミントンに

向った。このようにして，デュポン社は一転して同族内の若い世代の手に移

ることになった。その場合，アルフレッドの役割はここまでで、終ったという

ことができる。すなわち，これ以後のデュポン社の買収計画の細部の立案，

!日デュポン社の支配下にあった多数の火薬会社の統合再編は，ほとんどすべ

てピエールとコールマンによって立案実施されたものであった。

彼らは旧デュポン社を継示するため，まず援権資本2000万ドノレの新デュポ

ン社 E.1. du Pont de Nemours Co.を設立し，同社振出しの手形・1200万ド

ノレと額面100ドノレの同社普通株3万570株を!日デュポン社の株主に交付する条

件で旧デュポン社を買収することを提案し， 1902年2月26日に旧株主の承認

を得た。同時に彼らはプロモーターの利得として普通株8万9400株を取得し

た。手形の1200万ドノレは当初，社債の予定であったが，社債の場合には会社

の財産に対する先取特権 Oien)をもつことになるので，将来の資金{昔入を

考慮して手形の形式をとり，そのかわり先取特権放棄の代償に普通株の28%

を交付することになったものである。この結果， I日株主のうちプランシス，

へン 11_.  A.アレクシス，故ユージンの相続人はそれぞれ手形24万ドルと

普通株6，720株 (5.6%)を交付され，チャールズぺ.とアノレブレッドは手形

12万ド、ノレと普通株3，360¥朱 (2.8%)を得た。他方， コールマンは普通株4万
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3200株 (36%)ピニ乙ーノレとアノレブレッドはそれぞれ普通株2万1600株(18%)

を得て 3人の持株を合計すれば74.8%(アノレブレッドの!日株主としての

2.8%を加えて〉を保有することになり，完全にデュポン社を支配すること

ができた。この旧デュポン社の買収の際の1200万ドノレという価格算定の基礎

は， I日デュポン社が現状のままで，少くとも1200万ド、ノレに対する年利4%に

当る利益をあげ得る見通しにたってなされたのであって，他方，普通株1200

万ドルは今後の合;理化により得られる利益がこれに対する配当を可能にする

という見通しにもとづくものであった。なおこの買収に当って，コールマン

らはわずか 2，100ドルの現金支出しか要しなかったとLづ。

このようにして彼らは旧デュポン社を買J民するや否や，その資産を新デュ

ポン社に移転したのち， I日会社を解散しさらに新会社の名称を旧会社と同

じ E.I. du Pont Nemours & CO.に改称した。社長にはコーノレマンが就任

し， ピエーノレは財務部長，アノレフレッドは総支配人兼火薬製造部門担当の副

社長となった。

コーノレマンらは新会社を継点すると直ちに全資産の総点検にとりかかった。

当時，デュポン社は全国に黒色火薬工場4工場と無煙火薬工場 1工場を所有

し，黒色火薬の国内生産の約36%と軍用無煙火薬の大部分を生産していたが，

工場およびその付属物件は全資産の一部を占めるにすぎず，それと同様ない

しそれ以上の比率を占めていたのは，ヘンリー，ユージンの時代に取得した

多数の火薬会社の株式であった。当時デュポン社はハザート火薬会社の株式

を100%保有していたほか 1社の過半数株 1社の50%株， 15社の少数枚、

を保有しまたハザード社はこれらのうちの 6社の少数株を保有しており，

両社あわせて 2社の過半数株と16社の少数株を保有していた。さらに，ラ

フリン・アンド・ランド社はこの18社のうち13社の少数株を保有するほか，

それ以外に 2社の50%株と 2社の過半数株を保有していた。したがってデュ

ポン，ハザード，ラフリン・アンド・ランドの 3社の持株をあわせると， 15 

社の過半数と 2社の50%株と 5社の少数株を保有していた。さらにこの22社

の系列下に50社以上の小規模な火薬会社が存在していた。しかしこのよう
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な広範な株式保有も，デュポン社とラプリン・アンド・ランド社との関係い

かんでは，その支配はきわめて不安定になる可能性があった。とくに，ダイ

ナマイト部門に関しては，この当時までデュポンは直営のダイナマイト工場

を所有しておらず，持株会社イースタン・ダイナマイト社を通じて関与して

いたが，デュポン社とハザード社の保有するイースタン社の株式は35.5%で

あり，他方，ラプリン・アンド・ランド社はイースタン社の株式29%を保有

していた。産業用火薬としてダイナマイトは果、色火薬に急速にとってかわり

つつあったから，この点はとくに重要であった。しかも，ラプリン・アンド・

ランド社は旧デュポン社と同様の同族会社で，その主要株主はひとりを除き

年齢的に引退の時期に近づいており，その際の持株売却の相手いかんではデ

ュポンのダイナマイト部門への支配は確保されない可能性があった。コーノレ

マンらはこの事実を知ると，直ちにラプリン・アンド・ランド社を買収するこ

とを決意した。彼らは1902年3月に早くもピL ーノレの母方の叔父で，ラプリ

ン・アンド・ランド社の主要株主と親交のあるへンリー・ベリン HenryBelin 

に同社買収の可能性について打診させたO 同年5月のペリンの報告によると，

ラプリン・アンド・ランド社の主要株主がその所有株式を条件によってはデュ

ポン社に売却する意向があるとのことであった。同年7月22日，ペリンを通

じてラプリン・アンド・ランド社の株式1万株中約5，400株を保有する株主た

ちの;志向が正式に伝えられた。それによると，彼らは 1株につき 700ド)レを

要求し同時に彼らが保有する系列会社ムージック火薬会社MoosicPowder 

Co.の株式も 1株700ド、ノレで、買取ることを要求した。 1株700ド‘ノレという価格

は，向社の吉tr社長が2年前に 1株300ドノレで、売却していることからみても，

かなり高く，とくに他の株主の保有する残る約49%の株価をつり上げてその

取得を困難にするおそれがあったため， ピエーノレは向社の買収を進めること

をためらった。しかしコーノレマンは同社の買収の必要性を強く主張した。

その結果， ピエーノレはこの価格にもとづく買収計画を立案することになった。

その骨子は，現金は150万ド、ノレ調達可能で、あり，買収した株式を保有する目

的の持株会社の設立して，その発行する社債をもって残額の支払いにあてる
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というものであった。 8月四日にコールマンとピエーノレはこの案を基礎にし

て，ラプリン・アンド・ランド社側と交渉した。席.ヒ双方からさまざまな要

求が択・示されたが，結局，この日の交渉を基にしてピエールが最終的な案を

仕上げ，翌8月20日にラプリン・アンド・ランド社側の同意:を取りつけー， 8 

月26日に双方が協定に調印した。

これにもとづいて，デュボン社はまず，資本金 400万ドノレのデラウェア証

券会社 DelawareS巴curitiesCo. と資本金250万ドノレのデラウェア投資余社

。elawareInvestment Co. を設立した。 l有者は買収したラプリン・アンド
・ランド社，後者はムージック社の株式を保有する持抹会社である σ デラウ

ェア証券会社は株式400万ド、ルと社債400万ドルを，デラウェア投資会社は株

式と社慣をそれぞれ250万ドル しT亡。ラフザン・アンド・ランド':fj:の;tl;

主はその売却する株式5，524株に対して，デラウェア証券会社の社債220万

9600ドノレ(1株400ドノレ〉に加えてデラウェア投資会社の社11J:-165万7200ド、ノレ

cl 株300ド〉レ)，さらに，ムージック社の株式950t去に対して，デラウェア投

資会社の社債66万5000ド、ノレの交付を受け，これに加えて，受けとったデラウ

ェア証券会社の社債の金額の20%に相当する同社の株式とデラウェア投資会

社の社貸の25%に相当する同社の株式を受けhとった。両持株会社の株式の残

りはデュポン社が保有し，社債の残りはラフリン・アンド・ランド社の残る

少数株の獲得にあてられた。なおその際には 1株 400ドルの割合いで交換さ

れた 3 このような複雑な操作がなされたのは 1株 700ドルでのラフリン・

アンド・ラント、社の株式の買収が残る少数株の買収価格に響泌を与えないた

めであった。この結果，デュポン社は現金支出をほとんどおこなわずに，従

来ラフリン"アンド・ランド社と共同で支配していた多数の火薬会社に対す

る単独支配を確立したので、ある。

このように，コールマンらは巧妙な財務操作を駆使して，へンリー以来そ

の系列下に加えてきた多数の火薬会社への支配を強化したが，さらに彼らは

1903年 5月にあらたにデュポン火薬会社 E.1. du 1コontd邑 NemoursPowder 

Co.を設立し，その株式と交燥に従来デュポ γ社の保有していた系列下の会
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とひきかえにデュボン社はその全

した。これによってデ払ポン社は単なる持株
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る。そしてそ
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ら近代的株式
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社債が1909f!二にはじめてニューヲ…ク i所に.ヒ場されたことからもわ

かるように，少くとも

のではなかった。

えられたも

，岡忠告投資の流動化を期

侍して彼らの徐宥株式とデュポン火薬会社の株式や社経との交換に正、じたの

ではなく，むしろデュぷン火薬会社の強大な支配力による確実な続当もしく

は社債初予の支払いに期待したものと思われる c そして，ここのような火薬工

る株式会社の実惑が，かえって人脈を遥ずる個人的交診によって資

本の集中を詫進したものと恩われる。

この点十こ連関して，この時期の企業合同に離して Lばしばみ

資本化，いわゆる水増しがデュぷン社の場合おこなわれたかどうかが時惑に

なるが，この点はにわかには断定し難い。 しかしデュポン火薬会社の普通

株の配当率は， 19例年の7f%から， 1905年 87f%， 1906年 6巧克， 1907年お

よび1908年 7%と

薬会社が過大資本の水抜き

前述したよう

13) 

している点か して，少くともデュボソ火

られていたとは段、えない。これについては，

らみて，かなりの含み資産が存在してい

たのではないかという点と，統合授の合理化のメ Pットが他の産業分野にお

ける統合の場合よりもはるかに大きかったのではなし必ミという点を指摘して

おくにとどめる。
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むずひと

くなろう G

ン社は火薬業協会によるカルテノレとそれを補強すu る

よって，アメりカ るに姿った。しか

し，凝らく続いた阿族的ノ之ートナーシッブの企業形議はあきらかにその

しており毛火薬工業の新しい段、関に対応し得る弾力畏を失っていた。三

のことは1902年のルージンの死に欝して，後継者の選定難という形で顕転化

した。これを解決したのは同族内の若い世代の 3人;の従兄弟であったが，そ

の主役はそれ主

ンとどニLーノレであった。 1皮

よL茨でラただ， カルテノレ

数の

てきたコールマ

IBデュポン社を縦i返しただけでなく，そ

じて支寵されてレた多

しでさかんに用l'られた

して，単一の設大企業に統合符躍したのである O そし

て.このことをど通じてデュボン社の同族企業から近伐的株式余主主への転続が

達成されたので、あった。しかしこの

の展開とは直接かかわりない形でおこなわれ，しかもそれがかえって

る結巣になったと思われる点がとくに連日される O




